
　　

戦略を評価するための指標

令和４年度ＭｉｅＭｕの活動と運営　各戦略・戦術一覧　　　　　　計画期間（4年）：2020（令和2）年度～2023（令和5）年度

　三重県総合博物館（MieMu)が、長期にめざす姿（ビジョン）の実現に向けて、当面４年間（＝計画期間）に戦略的に取り組むための計画とそのマネジメントのしくみを、以下のとおりとしています。
　　ビジョン

　三重は、日本列島のほぼ中央に位置し、南北に長く水深２，０００ｍの深海から標高１，７００ｍ近くの山岳までをも含んだ多様な自然環境をもち、亜寒帯から亜熱帯までの幅広い生物種を育む日本列島の縮図のような自然を有している。
　この自然を背景に、伊勢・伊賀・志摩国と紀伊国の一部から成り立つ三重は、それぞれの地域で特色あるくらしや歴史が育まれてきた。また、三重は古くから陸海の交通の要衝にあり、都に近く、信仰と商業の拠点を有したことから、人・モノ・情報が集まり交流が生まれることで、東西文化の結節点となり、多様な文化を生みだしてきた。
　三重県総合博物館は、このような三重の多様で豊かな自然と歴史・文化について、県民・利用者の皆さんとともに総合力を発揮して探究し、保全・継承し、広くその意義を伝える。このことにより、三重の特徴と素晴らしさに気づき、多様な価値観のもとで、誇りをもって地域をより良くしようとする人々が集う活気ある社会の形成を目指す。
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・博物館の基礎的活動の成果として
①合計17件の新資料が獲得できた
②収蔵庫の定期点検を通じて良好な
状態を維持できた
③データベースへの新規登録や更新
が順調に進んだ
④３本の企画展を通じて、これまでの
調査研究の成果の蓄積を広く公開でき
た

以上のこと等から「４」と評価した。

1

三重の魅力を
明らかにし、課
題を解決するた
めに、学芸員が
活動の基盤と
なる資料収集
および調査研
究を行います

（調査課）

4

↓

4

調査日数
※２日/月/人

目標値：336日
実績値：221.5日

当該年度研究成果
公表数
（13回/年）

（
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三
重
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力
を
知
っ
て
も
ら
う

1

三重の魅力を
明らかにするた
めに、学芸員が
館蔵資料の収
集整理管理・調
査研究を強化し
ます(01)(A)（調
査課）
（資料の収集整
理管理、調査研
究）

4

↓

4

・調査研究については、R３
年度より研究成果公表数の
総数は減少したが、目標値
は達成し、公表無しの学芸
員数も減少した。

・個々の学芸員の調査内容
は、企画展開催等や自身の
研究目的の調査等である。
学芸員によって日数に大き
な偏りがあった。

・資料のデータベースの閲覧
回数は、R３年度に比べ微減
傾向であり下半期にはやや
乱高下の傾向がみられた。
要因については、新型コロナ
ウイルス感染症の影響が一
因とも考えられるが明確には
掴めていない。

・人文・自然それぞれ所管す
る収蔵庫の定期清掃を月頭
に実施した。清掃、点検を通
じて学芸員個々人が収蔵庫
内の状態を認識できた。

・自然系収蔵庫内では、定期
点検時に詳細な確認作業を
行うとともに、フェロモントラッ
プによる文化財害虫の追跡
調査を継続して実施してい
る。

・博物館における調査・研究の成果に
関して、研究成果公表数の目標(13回/
年)を達成できたことは評価できる。成
果の把握方法を見直したことにより公
表の無い学芸員数は減少した。

・評価対象とされる研究成果を、展示
等博物館での活動に広げた点をおお
いに評価したい。

・調査日数に関しては、学芸員によっ
て隔たりがある。

・毎月学芸ゼミを開催し、多様な専門
分野の学芸員が各自の研究を発表
し、相互理解と課題の共有につとめた
ことは、評価できる。

・データベースの閲覧回数は目標値を
大きく上回っており評価できる。ただ、
登録数は増加しているものの、閲覧は
微減の傾向にある。デジタル化による
情報公開を、博物館におけるコレクショ
ン・マネジメントの基本に位置付けるの
が現代の趨勢であり、今後も着実な公
開数の拡大をはかられたい。

・定期的な清掃と点検が実施されてい
ることは評価できる。虫害の報告も無
かった。R3年度の虫害を踏まえ、自然
系収蔵庫においてフェロモントラップを
導入し追跡調査を実施しており、収蔵
環境の維持・改善に努めていることは
おおいに評価したい。

3

貴重な県民財
産（資料）を保
全・継承するた
め、学芸員が収
蔵・展示資料の
定期点検や清
掃を実施します
（調査課）

4

↓
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清掃点検回数

目標値：12回
実績値：12回

毀損資料の
発生件数
（0件）

公表数： 25回
0件：6名、1件：7名、
2件：3名、3件：1名、
4件：1名、5件：1名

・成果公表数はR3年度より減少している
が、25回と目標値を達成したため「４．達
成できた」と評価した。成果の把握方法を
見直したことにより公表の無い学芸員数
は減少した。

・個々の学芸員が調査を行った日数に
は、大きな偏りがある。内容は、企画展開
催等を目的としたもの、研究目的の調査
等である。

・調査が行えず公表数の少ない学芸員
は、企画展開催等を目的として基礎的な
研究活動を継続していることも考えられる
ことから、学芸員間の情報共有を図り、組
織的な研究体制を作っていく上で参考と
したい。

・R４年度から「研究成果の公表」の対象を図
録や地域への活動支援を含めることとした。
その結果、目標を上回る25回の公表数、未発
表者も6名に減少し「４」とした。

・研究成果公表数の偏りが職員毎に大きいと
いう課題は解消できていない。「複数年度を
通じた実態把握と結果」に基づく改善を求め
たい。

・評価対象が依然、文字中心であることは検
討の余地がある。

2

県民・利用者の
館蔵資料の活
用を促進するた
めに、学芸員が
整理を進め資
料データベース
を充実します
（調査課）

4

↓

4

資料登録数

※分野（10人）ごとに
目標値決める

目標値：300点
実績値：3,082点

データベース
閲覧回数
（5,000回/年）

データベース
閲覧回数：5,516回

・目標値を上回る5,516回のデータベース
閲覧回数、R3年度を大幅に上回る3,082
点の資料登録数があったため「４．達成で
きた」と評価した。

・データベース閲覧回数は下半期に乱高
下し、月間400回を下回る月が2回あった
が、その要因については明確には掴めな
いでいる。

・人文系資料で822件、自然系資料で
2,260件、合わせて3,082件の登録を行
い、データの修正についても適宜実施で
きた。

・収蔵資料データベースを閲覧しやすいよ
うに、主だった資料群についてはHP上の
タブ表示等を工夫してたどりつきやすくす
る。

・資料データベースの閲覧回数は、R３年度と
比べやや下回ったが目標を上回っていること
から「４」とした。

・新規データの登録はR３より大幅に増加し、
データ更新も適宜実施できている。

毀損資料の
発生件数　０件

・毀損資料の発生件数が0件で目標値を
達成したため「４．達成できた」と評価し
た。

・R４年度も４月から人文、自然それぞれ
所管する収蔵庫の月頭の定期清掃を実
施した。定期清掃・点検を実施することで
学芸員個々人が収蔵庫内の状態を認識
することとなり、毀損資料０件という結果
につながった。今後も継続した定期清掃
及び注視を続けていく。

・自然系収蔵庫内では、現在も定期点検
時に詳細な確認作業を行うとともに、フェ
ロモントラップによる文化財害虫の追跡調
査を継続して実施している。

・定期清掃・点検を実施した結果、虫害等の
発生件数が「0」となり「４」と評価した。

・R３、R４年度と2年間続けて虫害発生を抑え
ることができたのは評価できる。

専門家による

レビュー
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基本展示
観覧者数:44,120人
（達成率81.0％）

（1）トピック展
「集結！学芸員の
一押し資料」
R４年1月29日（土）～
4月6日（日）
（58日間）

R４年度
展示観覧者数
：403人

（2）トピック展
「くらしの道具」
R5年1月7日（土）～
2月5日（日）
（26日間）

展示観覧者数
：2,636人

・展示観覧者数は44,120人と目標値の
81.0％であったが、R３年度比126.1％と大
幅増のため「２．どちらかというと達成でき
ていない」と評価した。

・観覧者の年齢層は、4～12歳、50歳以
上、20～34歳の世代が多く、学校の社会
見学・遠足利用、家族連れでの来館が多
かったと窺える。

・新型コロナウイルス感染症による移動
自粛が緩和されたため、観覧者の居住地
は県外が33％を占め最多であった。県内
では、津市、松阪・紀勢といった近隣地域
からの来館が多かった。

・基本展示室のコーナーごとに作成した
解説動画は、R４年度末現在33本を公開
している。ホームページ上に完成次第随
時掲載しているが、今後はオンラインを活
用した解説の実施も検討していく。

・スポットガイドは、レクチャールームを会
場とする講座方式で5回実施し71名の参
加があった。実施方法については、感染
状況が落ち着いてきたため従来の展示室
内での開催を含め検討していく。

・リーフレット作成や展示替えをすること
で、リピーターを増やし、展示観覧者数の
増加につなげる。

・トピック展２本を併設して観覧者の獲得に努
めた結果、R３年度比126.1％と一定の回復が
みられた。しかし、観覧者数目標の81％で
あったため「２」と評価した。

5

県民・利用者の
幅広いニーズ
に応えるため
に、学芸員が多
様なテーマによ
る企画展を開
催します（展示
課）

1

↓

2

展覧会の開催
回数

目標値：3回
実績値：3回

企画展示観覧者数
（55,500人）
※3回/年

企画展示観覧者数
：36,704人
（達成率66.1％）

（1）第30回企画展
「名所発見、再発
見！浮世絵でめぐる
三重の魅力」
Ｒ4年4月16日（土）～
6月12日（日）
（50日間）

展示観覧者数
：6,073人（52.8％）

（2）第31回企画展
「集まれ!三重のクジ
ラとイルカたち」
Ｒ4年7月2日（土）～
9月11日（日）
（62日間）

展示観覧者数
：19,303人（62.2％）

（3）第32回企画展
「三重の円空」
Ｒ4年10月8日（土）～
12月4日（日）
（50日間）

展示観覧者数
：11,328人（87.1％）

・新型コロナウイルス感染症対策を講じな
がら３回の企画展を開催できた。目標値
55,500人のところ、観覧者数が36,704人
であったため「１．達成できていない」とし
た。

・「名所発見、再発見！展」の観覧者は
「50歳以上」が最多であり、主たる観覧者
層とした客層のニーズに応えられた。美
術的要素も有する展示であったため「20-
34歳」の若い世代が多かった。居住地別
では、津市が全体の3割強を占めるが県
内全域から広く集客できた。この傾向は
R3年度の歴史系展示「戦国展」と酷似し
ている。

・「クジラ展」では、主たる観覧者層とした
園児、児童の来館が6割を占め、来館者
のニーズに応えられた。居住地別では津
市、北勢で来館者の6割を占め、この傾向
は過去の自然系展示と酷似している。集
客を図るために「夏休みチラシ」を作成し
県内全小学生に配布した。

・「円空展」の観覧者数の7割が「50歳以
上」であり、主たる観覧者層とした客層の
ニーズに応えられた。通常の企画展示よ
り県外からの観覧者が多く、新聞に展覧
会情報を掲載する広報活動を展開したこ
とが一因と考えられる。

・ 企画展の開催内容によって来館者の居
住地が固定されつつある。新しい観覧者
の開拓として県外に向けた広報を行って
いくことも必要である。

4

県民・利用者に
三重の魅力を
分かりやすく伝
えるために、学
芸員が基本展
示を充実します
（展示課）

2

↓

2

解説の実施回数

目標値：５回
実績値：５回

基本展示観覧者数
（54,500人）

・３本の企画展示を開催した。観覧者数の目
標に対して、「三重の円空」は87％、「名所発
見」は52.8％、「集まれ！三重のクジラとイル
カたち」は62.6％に留まった。春に開催された
「名所発見」については、学校団体利用の少
なさが影響していると考えられる。こうした点
を考慮して「２」と評価した。

・基本展示と企画展示を通じて満足度
の目標を達成できたため「３」と評価し
た。

・展示観覧者数の獲得目標の未達、満
足度に関しては、基本展示がR３年度
と比べ低下、企画展示の一部が64.9％
に留まったことは課題である。

（
A

)

三
重
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

2

県民・利用者に
三重の魅力を
知っていただく
ために、学芸員
が展示を充実し
ます
(01)(02)(03)(A)
（展示課）
（展示）

3

↓

3

・基本展示
：満足 72.7％
（回答数520件）

・企画展
「名所発見、再発見！浮世
絵でめぐる三重の魅力」
：満足 64.9％
（回答数490件）

・企画展
「集まれ！三重のクジラとイ
ルカたち」
：満足 75.8％
（回答数708件）

・企画展「三重の円空」
：満足 74.1％
（回答数1,134件）

・基本展示、企画展示の満足度を総合
すると71.9％と目標値を達成している
が、企画展で満足度を達成できないも
のもあったため「３．どちらかというと達
成できた」と評価した。

・基本展示では中高生世代の満足度
が80％以上と高いが、年齢層が上が
るにつれ満足度が低下していく傾向が
あった。来場回数別の満足度は「初め
て」「2回目」が75％以上、「それ以上」
の利用者も70％近くあり安定した評価
を得た。
　ただ、年齢層と観覧回数の相関関係
は、アンケート数の少ない年齢層もあ
り十分な分析ができなかった。展示の
改善に観覧者の意見や要望を反映さ
せるには、幅広い世代から数多くのア
ンケートを回収していく必要がある。

・「名所発見、再発見！展」では、主た
る観覧者層である50歳以上の満足度
が61％と低かった。照度や文字の大き
さ等が、高齢者に不評であったことも
一因と考えられる。

・「クジラ展」では主たる観覧者層とした
園児・児童の満足度が80％であった。
観覧者の約8割を占める34歳以下にお
いても80％以上の満足度を得られた。
ただし、年齢が上がるにつれ評価が厳
しくなっている。

・「円空展」では主たる観覧者層とした
35歳以上の満足度が約75％あった。
ターゲット層に対し満足いただける展
示を提供できたと考える。この世代の
満足度が全体の満足度を押し上げる
結果につながっている。

・企画展の満足度は、主たる観覧者層
の満足度と連関している。ターゲット層
に見合う展示内容・手法の選択が重要
である。

展示観覧者アンケートで

「満足度」の割合

※4段階の４のみ

目標値：70％

実績値(平均)：72.6％



　　

戦略を評価するための指標

令和４年度ＭｉｅＭｕの活動と運営　各戦略・戦術一覧　　　　　　計画期間（4年）：2020（令和2）年度～2023（令和5）年度

　三重県総合博物館（MieMu)が、長期にめざす姿（ビジョン）の実現に向けて、当面４年間（＝計画期間）に戦略的に取り組むための計画とそのマネジメントのしくみを、以下のとおりとしています。
　　ビジョン

　三重は、日本列島のほぼ中央に位置し、南北に長く水深２，０００ｍの深海から標高１，７００ｍ近くの山岳までをも含んだ多様な自然環境をもち、亜寒帯から亜熱帯までの幅広い生物種を育む日本列島の縮図のような自然を有している。
　この自然を背景に、伊勢・伊賀・志摩国と紀伊国の一部から成り立つ三重は、それぞれの地域で特色あるくらしや歴史が育まれてきた。また、三重は古くから陸海の交通の要衝にあり、都に近く、信仰と商業の拠点を有したことから、人・モノ・情報が集まり交流が生まれることで、東西文化の結節点となり、多様な文化を生みだしてきた。
　三重県総合博物館は、このような三重の多様で豊かな自然と歴史・文化について、県民・利用者の皆さんとともに総合力を発揮して探究し、保全・継承し、広くその意義を伝える。このことにより、三重の特徴と素晴らしさに気づき、多様な価値観のもとで、誇りをもって地域をより良くしようとする人々が集う活気ある社会の形成を目指す。

中
間 戦略目標

達
成
度

評価結果
戦術

達
成
度

戦術を評価するための指標 評価結果

アウトカム（成果） 内部評価 外部評価 具体的活動指標 アウトプット指標 アウトプット（実績） 内部評価 外部評価

6

開催回数

目標値：1回/2年
実績値：０回
＜R５年度
　　　実施予定＞

準備日数

目標値：40日
実績値：５日

開催市町の人口に
対する利用者の割合
（3%切上：2,700人）
※2022伊賀市人口
：87,789人

（
A

)

三
重
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

3

自分たちがくら
す地域への愛
着を育むため

に、学芸員が県
内各地域への
アウトリーチ活
動を充実します
(03)(A)（展示

課）
（アウトリーチ）

4

↓

4

・学芸員講座のアンケート結果は、満
足度95％であり、実施件数、アンケート
回答数も多く「４．達成できた」と評価し
た。

・全て対面実施で行ったことが満足度
を向上させた可能性がある。

・学芸員講座62件のうち学校利用が49
件と8割弱を占め、一般利用が少な
い。広報等を含め一般向けの利用促
進を検討していく必要がある。

・「くらしの道具」講座が20件と全体の3
分の1、学校利用の半分近くを占めて
いる。担当職員の負担軽減のために
も、複数職員で分担できる体制づくり
や年間受入れ校数の上限設定等の対
策が必要である。他方、学校が利用し
たくなる講座開発や、既存講座の改
良、他講座のPRも必要である。申込講
座の偏りが少なくなる対策を考え取り
組んでいく。

・学芸員講座での利用者の満足度が
95％と、目標及びR３年度実績を大きく
上回ったため「４」と評価した。

・本来は移動展示の満足度も含めて評
定する必要がある。

地域の魅力を
発見し伝えるた
めに、学芸員が
県内当該地域
での参加型調
査を実施し、そ
の成果を用い
た移動展示を
実施します（展
示課）

1

↓

－

参加型調査への
参加校数
：伊賀市内小学校
19校3・4・5年生
（計2,197人）

参加児童数：1,161人
（回収率　57.5％）

・移動展準備年度であったため、参加型
調査のみの実施となった。伊賀市内全19
小学校３，４，５年生2,197人を対象に人文
系調査「お雑煮調査」を実施し、1,161人
から回答を得た。参加人数が目標値に達
しなかったため「１．達成できていない」と
した。

・子どもたちが自分の暮らす地域を知るた
めにも、他学年にも同様の、あるいは自
然分野等別な内容の取組が必要であっ
た。今後、展示に向けた調査や地域連携
事業、家庭や学校と連携した参加型調査
を採り入れていく。

・R４年度は伊賀市内全小学校2,197人を対象
としたアンケート調査に留まった。

・移動展示が開催に至らなかった状況下で
は、「評価不能」とする。

7

地域の魅力を
伝えるため、県
内どこでも、学
芸員が出張講

座に出向きます
（展示課）

4

↓

4

利用促進のための
働きかけ回数

目標値：13回
実績値：18回

利用者数（1,120人）

 利用者数：2,619人

・62団体2,619人
（学校：49団体
　　　　 2,197人、
 一般：13団体
　　　　　422人）

・62団体2,619人の利用があり目標値の
1,120人を大幅に超えたため「４．達成でき
た」と評価した。R4年度5月に、館HPで
「学芸員講座のご案内」を掲載し募集をか
けるとともに、学校団体に対しては小中学
校校長会に参加し紹介した。申込はR3年
度と比べ県内全域で増えた。

・一般団体の申込が増えるように、学芸
員講座の広報面の再検討や講座内容を
一般向けに整理し、利用しやすくする。

・職員の負担平準化のためにも、利用者
には講座関連動画の視聴やオンライン活
用等、対面講座とは違った実施方法を広
めていく。学校団体には貸出資料の効果
的な活用法をイベント等で教員に紹介し、
教室で授業をしてもらえるようにする。

・R３年度と比べ利用者数の目標及び団体
数、人数も大きく上回ったことから「４」と評価
した。

利用者（参加者）が

「満足した」割合

※4段階の４のみ

目標値：75％

実績値：95.0％

（学芸員講座）

（実施数62件、

回答数60件）



　　

戦略を評価するための指標

令和４年度ＭｉｅＭｕの活動と運営　各戦略・戦術一覧　　　　　　計画期間（4年）：2020（令和2）年度～2023（令和5）年度

　三重県総合博物館（MieMu)が、長期にめざす姿（ビジョン）の実現に向けて、当面４年間（＝計画期間）に戦略的に取り組むための計画とそのマネジメントのしくみを、以下のとおりとしています。
　　ビジョン

　三重は、日本列島のほぼ中央に位置し、南北に長く水深２，０００ｍの深海から標高１，７００ｍ近くの山岳までをも含んだ多様な自然環境をもち、亜寒帯から亜熱帯までの幅広い生物種を育む日本列島の縮図のような自然を有している。
　この自然を背景に、伊勢・伊賀・志摩国と紀伊国の一部から成り立つ三重は、それぞれの地域で特色あるくらしや歴史が育まれてきた。また、三重は古くから陸海の交通の要衝にあり、都に近く、信仰と商業の拠点を有したことから、人・モノ・情報が集まり交流が生まれることで、東西文化の結節点となり、多様な文化を生みだしてきた。
　三重県総合博物館は、このような三重の多様で豊かな自然と歴史・文化について、県民・利用者の皆さんとともに総合力を発揮して探究し、保全・継承し、広くその意義を伝える。このことにより、三重の特徴と素晴らしさに気づき、多様な価値観のもとで、誇りをもって地域をより良くしようとする人々が集う活気ある社会の形成を目指す。

中
間 戦略目標

達
成
度

評価結果
戦術

達
成
度

戦術を評価するための指標 評価結果

アウトカム（成果） 内部評価 外部評価 具体的活動指標 アウトプット指標 アウトプット（実績） 内部評価 外部評価

・目標値となる240人を超える343人の利
用があり、６団体と連携したため「４．達成
できた」と評価した。

・連携した研究機関（利用者数）
　三重大学大学院生物資源学研究科
（129人）
　皇学館大学教育学部（18人）
　三重県農業研究所・三重県畜産研究所
　（61人）
　太地町立くじらの博物館（30人）
　岐阜県博物館（105人）

・「連携」とは、子どもたちの集まる博物館
で研究機関が各専門分野の普及・啓発を
行い、博物館は広報やモノの見せ方、来
館者対応等を研究機関に提供していくこ
とと位置付ける。双方が十分に意見交換
を行うことで関係性を構築していきたい。

・現在の研究機関との連携は、相手先か
らの依頼を受け実施するという状況であ
る。今後は「連携」が相互にもたらす「恩
恵」にも眼をむけ、博物館側からも連携を
模索していく必要がある。

・MPフェスタで1,205人の来館者があり、
行事やグループ活動等でも毎回一定の
参加者の需要に応え目標値を達成したた
め「４．達成できた」と評価した。

・入会者数が退会者数を上回った。入会
者の28％が10代以下であり、若い世代に
関心を持ってもらえている。

・MP会員とイベント参加回数の関係をみ
ると、グループ活動等に参加する会員は
イベントへの参加回数が多い傾向がみら
れる。

・アンケートを含め、会員の需要を把握す
る手段を考える必要がある。

・MPについては、グループ活動を含めて様々
な事業を実施し、利用者数の目標及びR３年
度の実績を大きく上回る参加者を獲得できた
ため「４」と評価した。

・R４年度の会員数は155組276名。退会に対
して入会が多く、会員が増加したことも評価で
きる。

・分析結果に基づく、会員ニーズの把握に努
め、計画的な事業実施が求められる。

9

地域で活躍す
る企業・団体の
魅力発信と利
用者との交流を
支援するため
に、コーポレー
ション・デーを
開催します（展
示課）

3

↓

4

開催日数

目標値：５日
実績値：２日

開催日の入館者数
（5,000人）

開催日の入館者数
：5,726人

・コーポレーション・デーの実施団体は２
団体で入館者数が5,726人と目標値を達
成した。ただ、実施団体が少なかったため
「３．どちらかというと達成できた」と評価し
た。

・感染症対策の緩和にともない当日の運
営面や安全面、集客面等についての事
前打合せを２団体と、計７回行った。結果
として、コロナ禍前のイベントに近い形で
安全に実施できた。

・感染症対策は緩和されたが、実施団体
は２団体にとどまった。まだまだ以前の状
態に戻っていない現実がある。コロナ禍
でも実施できた今回の２団体の取組を、
各企業団体に広報していく営業活動を行
う。

・コロナ禍で参加企業や団体の確保が困難な
中、2回実施した。入館者目標及びR３年度実
績を上回ったことは高く評価でき「４」とした。

8

幅広い世代が
交流しながら学
びを深める場を
作るために、
ミュージアム
パートナー
（MP）と連携し
た調査、展示、
体験等の事業
を充実させます
（展示課）

4

↓

4

MPとの
活動回数

目標値：200回
実績値：142回

利用者数（1,700人） 利用者数：2,352人

（
B

)

館
を
利
用
し
て
も
ら
う

4

県民・利用者が
参画・交流を通
じた学びを促進
するために、学
芸員が多様な
主体と連携しま
す(02)(B)（展示
課）
（連携）

4

↓

4

・コーポレーション・デー
（主催者）
 満足度：100％（２件）
 満足：２団体

・研究機関
 満足度：80％
（５団体/６団体）
 満足：５団体
 どちらかというと満足
：１団体

・ミュージアムパートーナー
 （聞き取り）
 満足度：100％
 事務局：満足
※会員アンケート
（回答数28人）
満足：35.7％
どちらかというと満足：39.3％

・連携事業９件のうち、連携先の８件が
満足と回答し、満足度が88.9％であっ
たことから「４．達成できた」とした。

・アンケートから、企業団体、研究機関
ともに博物館の集客力に期待している
ことが窺えた。研究機関との連携で
は、想定と実際の客層等のズレのため
集客面での成果が十分に得られず満
足度に影響することとなった。
　連携先とは、集客想定やねらいに
あった事業計画か等、双方が意見交
流を行なえるような丁寧な対応が必要
である。

・ミュージアムパートナー会員を対象に
したアンケートでは、回答数が28件と
回収率が低かった。会員のニーズを把
握するためにもアンケート方法の改善
を図っていく必要がある。

・連携先となった団体の89％から「４．
満足」の評価を得られ「４」とした。R３
年度と比べ改善が進んでいる。

・連携先との情報や認識の共有、意思
疎通の確保に努めて欲しい。

・目標値を展示の観覧者数等を除いた実質
的な利用者とした。利用者の合計は、目標を
大きく超える343人であり「４」と評価した。

・連携先が固定化されているため、新たな
パートナーの確保に努めることを期待する。

10

三重の魅力を
様々な専門知
識で広く発信
し、人・もの・情
報が行き交う場
とするために、
研究機関等と
連携した事業を
実施します（展
示課）

4

↓

4

連携団体数

目標値：5件
実績値：6件

利用者数（240人） 利用者数：343人

利用者（連携者）が満足し

た割合

※４段階の４のみ

目標値：75％

実績値：88.9％

連携事業９件のうち

満足８件



　　

戦略を評価するための指標
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　　ビジョン
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　この自然を背景に、伊勢・伊賀・志摩国と紀伊国の一部から成り立つ三重は、それぞれの地域で特色あるくらしや歴史が育まれてきた。また、三重は古くから陸海の交通の要衝にあり、都に近く、信仰と商業の拠点を有したことから、人・モノ・情報が集まり交流が生まれることで、東西文化の結節点となり、多様な文化を生みだしてきた。
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中
間 戦略目標

達
成
度

評価結果
戦術

達
成
度

戦術を評価するための指標 評価結果

アウトカム（成果） 内部評価 外部評価 具体的活動指標 アウトプット指標 アウトプット（実績） 内部評価 外部評価

3

↓

4

MieMｕ＠ホーム
更新件数

目標値：12回
実績値：48回

5

12

（
B

)

館
を
利
用
し
て
も
ら
う

博物館の情報
を効果的に利
用してもらうた
めに、学芸員が
知的資源やそ
の活用方法を
わかりやすく伝
えます(02)(B)
（経営課）
（利活用）

＿

↓

＿

・従来、成果指標については、対象年
度の翌年度当初に県政eモニター制度
を使ったアンケートで測定してきた。そ
の実施方法や時期が変更となったた
め、実績値を測定できず「評価不能」と
した。
　R5年度のアンケートについては、県
政eモニター制度の担当課と調整中で
ある。

・「MieMu＠ほーむ」のwebページは、
R3年度とほぼ同数の定期的な更新回
数を行ったが、アクセス数は減少した。
一方、HPのアクセス数は回復傾向に
ある。新型コロナウイルス感染症対策
の緩和もあり、HPで展覧会情報を求め
る方が増え、「MieMu＠ほーむ」の閲覧
まで結びついていないと推測される。

・「調べ方」を学ぶことをテーマにした事
業には、目標値を超える195人の参加
があった。

・オンラインでの情報発信については、
全国からファンを獲得するためにも、新
たなインターネット媒体の導入や移行
を検討しなければならない。ハイブリッ
ド形式の講演会、講座が全国的に広ま
る中、オンライン講座等の検討を積極
的に進めていく必要がある。

・県側での事業手法の変更に伴い、例
年通りの「eモニター」によるデータ収集
ができなかったため「評価不能」とし
た。

・R５年度は確実にデータ取得ができる
よう求めたい。

11

県民が広汎か
つ手軽に情報
を得られるよう
に、学芸員がＨ
Ｐや館の情報
誌での情報提
供を充実します
（経営課）

利用者数：195人

・「調べ方」を学ぶことをテーマとした事業
を6講座、11回実施した。新型コロナウイ
ルス感染症対策として一部事業の定員を
R３年度から減員して実施したが、目標値
を上回る195人の参加があり「４．達成で
きた」と評価した。

・事前申込事業の応募状況は、倍率1.9～
4.6倍と全事業で定員以上の申込があり
抽選を実施した。当事業への需要は高
く、受入人数の拡大を視野に入れた運営
方法の検討も必要である。そのためにも
参加者の安全性には留意したい。

・事業への参加率が75～120％であり、定
員の1～2割程度多く当選者とする等の調
整の検討が必要。

・学芸員との対面事業を中心に６事業11回実
施し、目標を上回る利用者を確保できたため
「４」と評価した。

・申込倍率が4.6倍に上る事業があったため、
利用者のニーズに応えられる定員や回数、目
標値の設定を検討する必要がある。

県民・利用者に
自分で学ぶ楽
しさを伝えるた
めに、学芸員が
同定会やフィー
ルドワークなど
「調べ方」を学
ぶことをテーマ
にした事業を開
催します（展示
課）

4

↓

4

実施回数

目標値：10回
実績値：11回

利用者数（160人）

MieMｕ＠ホームの
webページ
アクセス数
（4,800回）

MieMｕ＠ホームの
webページ
アクセス数
：4,871回

・「MieMu＠ほーむ」の定期的な更新を継
続しアクセス数の目標値は達成した。し
かし、R3年度と比べると減少しているため
「３．どちらかというと達成できた」と評価し
た。

・HPのアクセス数は増加傾向にあるが
「MieMu＠ほーむ」の閲覧には結びついて
いない。新型コロナウイルス感染症の状
況が落ち着いてきたためか、展覧会の情
報を求める方が多くなったと推測される。

・全国からのファンを獲得するために、
Instagrumなどの新しいソーシャルメディア
の導入または移行、オンライン講座の実
施を検討していく必要がある。

・「MieMu＠ほーむ」のアクセス数は、年間を
通してコンスタントに獲得でき、目標を越えた
ため「４」と評価した。

・定期刊行誌「みえんしす」でも、平易な表現
に配慮しながら、タイムリーな情報提供ができ
た。

・R３年度に比べ、HPのアクセス数は増加して
いるが「MieMu＠ほーむ」へのアクセス数は減
少している。今後、工夫が必要と思われる。

利用者が「目的の情報が

得られた」とした割合

※「はい」の割合

目標値：75％

実績値：測定不能



　　

戦略を評価するための指標

令和４年度ＭｉｅＭｕの活動と運営　各戦略・戦術一覧　　　　　　計画期間（4年）：2020（令和2）年度～2023（令和5）年度

　三重県総合博物館（MieMu)が、長期にめざす姿（ビジョン）の実現に向けて、当面４年間（＝計画期間）に戦略的に取り組むための計画とそのマネジメントのしくみを、以下のとおりとしています。
　　ビジョン

　三重は、日本列島のほぼ中央に位置し、南北に長く水深２，０００ｍの深海から標高１，７００ｍ近くの山岳までをも含んだ多様な自然環境をもち、亜寒帯から亜熱帯までの幅広い生物種を育む日本列島の縮図のような自然を有している。
　この自然を背景に、伊勢・伊賀・志摩国と紀伊国の一部から成り立つ三重は、それぞれの地域で特色あるくらしや歴史が育まれてきた。また、三重は古くから陸海の交通の要衝にあり、都に近く、信仰と商業の拠点を有したことから、人・モノ・情報が集まり交流が生まれることで、東西文化の結節点となり、多様な文化を生みだしてきた。
　三重県総合博物館は、このような三重の多様で豊かな自然と歴史・文化について、県民・利用者の皆さんとともに総合力を発揮して探究し、保全・継承し、広くその意義を伝える。このことにより、三重の特徴と素晴らしさに気づき、多様な価値観のもとで、誇りをもって地域をより良くしようとする人々が集う活気ある社会の形成を目指す。

中
間 戦略目標

達
成
度

評価結果
戦術

達
成
度

戦術を評価するための指標 評価結果

アウトカム（成果） 内部評価 外部評価 具体的活動指標 アウトプット指標 アウトプット（実績） 内部評価 外部評価

15

子どもたちが能
動的な学びを
体験できるよう
に、学芸員が学
校と連携して課
題探究型学習
を支援します
（展示課）

1

↓

2

学習支援の回数

目標値：25日
実績値：13日

支援した生徒数
(1,500人)

・保護者からの要望に応え、入室の人数
制限の緩和や平日の一般利用を開始す
る等、利用方法を見直した。利用機会を
増やすことで8,154人の利用者があり、目
標値を達成したため「４．達成できた」と評
価した。

・定員入替制：６回/日、
定員数/回：10組40名、
抽選から先着順へ移行、平日の一般利
用開始を３月段階で実施している。

・子ども連れや初めて来館する方が増え
る時期の運営体制については引き続き検
討が必要である。

・年間利用者数目標を5,300人と修正した。年
度末に利用枠を拡大したものの、目標を大き
く上回る8,154人の利用者があり「４」と評価し
た。

14

子どもたちに学
習の楽しさを伝
えるために、学
芸員が五感を
使って体感でき
る様々な事業を
実施します（展
示課）

4

↓

4

実施件数

目標値：25日
実績値：26日

利用者数（1,200人） 利用者数：1,440 人

・予定していた全事業(４事業24回)に367
人、企画展関連事業（3事業9回）に1,073
人の計1,440人の参加者があり、目標値
を達成したことから「４．達成できた」と評
価した。わくわくワークショップでは各回の
定員における参加率は、95％とR3年度か
ら大幅に上昇した。

・当日受付の事業は、集客面から開催時
期、開始時刻の検討が必要である。講師
が高齢化した事業においては、事業が継
続していけるよう対策を考える必要があ
る。

・7事業33回実施し、目標を上回る参加者を得
たことから「４」と評価した。

・R2年度、R3年度の利用者数を上回ったこと
も評価できる。

13

子どもたちに学
習の楽しさを伝
えるために、こ
ども体験展示
室を充実させま
す（展示課）

4

↓

4

展示替えの数

目標値：5回
実績値：2回

こども体験展示室
利用者数
（5,300人）

こども体験展示室
利用者数
：8,154人

支援した生徒数
：1,019人

・３校の高等学校から依頼を受けて、総合
的な学習の時間等にＴ．Ａ．（ティーチング
アシスタント）として参加し、1,019人に支
援できた。しかし、R3年度と比べ支援生
徒数が減少し目標値を下回り、学習支援
回数も減少したため「１．達成できていな
い」と評価した。

・担当職員が減員となり支援希望校から
の依頼を待ち、活動を始めるという状況で
あったため、R３年度と比べ支援校の減少
や学校によって支援回数の差が生じた。

・年間支援校には授業だけでなくクラブ活
動でも課題探究学習を始める新たな試み
を始めた。今後は、支援校種を小・中学
校にも広げ、校長会等を通じて支援希望
校を募っていく。

・博学連携事業であるため学校側と事前
打合を行い、子どもたちが地域の良さや
博物館の魅力に気付いていけるような事
業を構築していく。

・年間を通じて高等学校3校の支援を行った
が、目標の２/３に留まったため「２」と評価し
た。

・担当職員の異動、減少があったものの、R３
年度を大きく下回っている。事業の実施方法
や推進体制を見直す必要がある。

（
B

)

館
を
利
用
し
て
も
ら
う 6

次世代の育成
のために、学芸
員が子どもたち
の学習機会の
充実を図ります
(02)(B)（展示
課）
（学習交流・連
携）

4

↓

4

37件の事業参加者アンケー
トのうち、年齢について回答
があった19歳以下のものか
ら分析。イベントの満足度を
尋ねる設問（不満、やや不
満、やや満足、満足）を、「活
動（学習）が楽しかったもの」
として分析。

回答数　930件のうち
19歳以下の回答数　359件

「満足（=楽しい）」回答数
304件（84.7％）

・博物館が実施した教室、ワークショッ
プ等で19歳以下が参加した37件の参
加者アンケートにおいて、19歳以下の
回答者が「満足」と答えた割合は
84.7％であった。回答者の91％を占め
る12歳以下の満足度が84.8％あり、全
体の満足度を押し上げることにつな
がった。R3年度よりアンケート総数が
多く、満足度も向上しているため「４．
達成できた」と評価した。

・13歳から19歳の回答者は全体の9％
である31名であり、満足度は83.9％で
あった。満足度は高いものの参加者が
少ない実情がある。中高生に対して博
物館が提供する適切な学習機会を検
討していく。

・37事業の参加者アンケートのうち、19
歳以下の満足度を調べた結果、84.7％
が「４．満足」であったため「４」と評価し
た。

・R２年度、R３年度の満足度を上回っ
た点からも、事業の効果が浸透してい
ることがうかがえる。安定した事業実
施と成果の確認、改善を期待する。

19才以下が「博物館での

活動（学習）が楽しい」と

感じた割合

※４段階の４のみ

目標値：75％

実績値：84.7％



　　

戦略を評価するための指標
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　三重県総合博物館（MieMu)が、長期にめざす姿（ビジョン）の実現に向けて、当面４年間（＝計画期間）に戦略的に取り組むための計画とそのマネジメントのしくみを、以下のとおりとしています。
　　ビジョン

　三重は、日本列島のほぼ中央に位置し、南北に長く水深２，０００ｍの深海から標高１，７００ｍ近くの山岳までをも含んだ多様な自然環境をもち、亜寒帯から亜熱帯までの幅広い生物種を育む日本列島の縮図のような自然を有している。
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戦術

達
成
度

戦術を評価するための指標 評価結果

アウトカム（成果） 内部評価 外部評価 具体的活動指標 アウトプット指標 アウトプット（実績） 内部評価 外部評価

【達成度】（※４段階評価：１.達成できていない、２.どちらかというと達成できていない、３.どちらかというと達成できた、４．達成できた） 　①自己点検評価　→　②内部評価　→　③外部評価 〇マネジメントのしくみ

◯戦略外の評価項目 館担当課・者　内部評価委員会　→　博物館協議会評価部会

・評価士による評価制度に対するレポート ・指標データ整理・評価結果（価値判断）

○用語 評価結果（価値判断）・改善視点

・戦略目標：計画期間中、重点的に目的を持って取り組むこと

・戦術　　　：戦略目標達成のために、具体的に取り組むこと

  →博物館協議会

7

経営資源を効
果的に配分す
るために、評価
制度を活用して
事業を選択しま
す（経営）
【副館長】

3

↓

4

・全体会議等で抽出・共有した課題
6件
　　→　　6件　改善
　
　令和３年度外部評価指摘事項
11件
　　→　１０件　改善
　　→　　１件　アンケート不実施
　
・全体会議等で抽出・共有した課題、
外部評価での指摘事項について4半期
毎に進捗状況を管理し、改善に取り組
んだ。

・戦略５の成果指標を分析するのに県
政ｅモニター制度によるアンケートを活
用していた。しかし、アンケートの実施
方法が変更したため、アンケートを実
施できず分析できなかった。

・17件の課題のうち16件については、
改善が図られたため「４」と評価した。

・R３年度の進捗管理と比較しても改善
が進んだと評価できる。一部に未解決
の課題が残っている。R5年度以降も引
き続き解決に向けて取り組んでほし
い。

・内部評価：内部評価委員会（伊藤・瀧川・星野・小掠・中村・田村）

・外部評価：博物館協議会評価部会

  評価結果を報告、意見聴取

・全体会議等では6件、外部評価委員会
からは11件の課題が指摘された。この17
件の課題に対する取組方針や改善状況
について、年3回の全体会議で協議でき
たため「４．達成できた」と評価した。

・新型コロナウィルス感染症拡大の影響
もあり、改善が進んでいない取り組みが
みられた。今後も全体会議等を通じて、定
期的に進捗状況を共有することで、各職
員のPDCAサイクルの意識の向上を図っ
ていく。

・四半期ごとの全体会議を通じて、一定数の
課題を抽出した。外部評価での改善指摘事
項も合わせて計17件の改善策の検討と進捗
管理ができた。目標が7件であったため「４」と
した。

・R３年度は、外部評価の指摘事項の一部が
進捗管理の対象から漏れており、改善が図ら
れた。

評価者の階層

評価者

評価作業内容 
〇評価体制

16

事業を日常的
に確認し改善
するために、定
期的に進捗管
理を行います
（経営課）

4

↓

4

中間評価

目標値：４回
実績値：３回

確認によって判明し
た課題の件数
（7件）

確認によって判明し
た課題の件数：17件

計画
（３年

P

D

Ｃ

Ａ
計画に

基づき実施

評価

次年度の
目標と計画

評価結果に基づく

改善の進捗

（定性）

（副館長レビュー）


